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１．事業概要 

   人形浄瑠璃文楽（以下「文楽」という。）の保存及び普及を図るために、文楽の公

演、伝承、後継者育成、普及啓発事業に国、大阪府並びに国立文楽劇場等と連携を密

にして取り組む。 

 

２．公演事業 

   国立文楽劇場及び国立劇場での本公演、青少年を対象とする文楽鑑賞教室、若手公

演を始め、１０月、３月の文楽協会主催の地方公演並びに「内子座」等の個々の劇

場、ホールとの間で実演内容を取り決めて行う特別公演がある。特別公演では、１０

月に、海外（アメリカ ニューヨーク公演）を予定している。それぞれの文楽公演事

業を通して文楽の振興につながるよう意欲的に取り組む。 

 

   ２０１９年度の各種公演の予定は次の通りである。 

 

   （１）本公演（国立文楽劇場・国立劇場主催） 

       

劇 場 名 期  間  日数 （公演数） 

 

大阪（国立文楽劇場） 

４/ ６～ ４/２９ ２３日（４６回） 

７/２０～ ８/ ５  １７日（５１回） 

１１/ ２～１１/２４  ２２日（４４回） 

  １/ ３～ １/２６  ２３日（４６回） 

 

東京（国立劇場） 

  ５/１１～ ５/２７  １７日（３４回） 

  ９/ ７～ ９/２３  １７日（３４回） 

  ２/８～ ２/２４  １７日（５１回） 

合    計 １３６日（３０６回） 

 

   （２）地方公演（文楽協会主催） 

 

公 演 期 間 場   所 日数（公演数） 

10 月巡演（10/2～10/17） 広島市始め 

９会場 

  ９日（１８回） 

３月巡演 （3/6～3/21） 京都市始め 

8会場 

  ９日（１７回） 

合  計    １７会場  １８日（３５回） 

 

   （３）文楽鑑賞教室（国立文楽劇場・国立劇場主催） 



劇 場 名 期   間 日数（公演数） 

 大阪（国立文楽劇場）  ６/ ７～ ６/２０  １４日（２８回） 

 東京（国立劇場） １２/ ３～１２/１５   １３日（２５回） 

合   計  ２７日（５３回） 

 

 

   （４）若手公演（国立文楽劇場・国立劇場主催） 

劇 場 名 期   間 日数（公演数） 

 大阪（国立文楽劇場）  ６/２２～ ６/２３   ２日（ ２回） 

 東京（国立劇場） 
６/２８～ ６/２９ ２日（ ２回） 

１２/ ３～１２/１５  １３日（１３回） 

合   計  １７日（１７回） 

 

 

   （５）特別公演（主な公演） 

公演名 期   間 日数（公演数） 

ギオンコーナー（京都市） ４/１～１１/３０ 

(2020)３/９～３/３１ 

  ２５８日 

 内子座（愛媛県）  ８/２２～ ８/２５  ２日（４回） 

海外公演（アメリカ） １０/１６～１０/２５ ２日 (２回) 

にっぽん文楽（未定）  ３/１３～ ３/１７  ５日（未定） 

 

 

３．伝承事業 

   文楽の保存及び普及を図るためには、師匠を始めとする経験豊富な技芸員が、将来

を担う若手技芸員を指導し、その技量の向上を促していく必要があり、師匠と弟子の

間で行われる指導、研修や若手技芸員の自発的な発表会の開催に対し積極的に協力、

助成を行う。また、一般に公開する初心者向けミニ公演や学校の児童生徒を対象とし

た実演研修等、若手技芸員の自己研鑽や自発的な発表の場等の確保に努める。 

   ２０１９年度の契約技芸員数及び内訳は、次の通りである。 

 

契約技芸員数 太夫 三味線 人形 

８３名 ２０名 ２０名 ４３名 

 

 

４．後継者育成事業 



   新たに文楽の技芸員を目指す者には、独立行政法人日本芸術文化振興会の文楽研修

生として２年間の研修を受けるか、師匠格の技芸員に入門し文楽協会の研究生として

技量を磨く２つの道があるが、これらの研修生、研究生に対して円滑に研修、指導が

受けられるよう助成を行う。 

 

 

５．普及啓発事業 

   これまで文楽に馴染みの少なかった人達に、文楽を知ってもらい親しんでもらうた

めに解説を中心に体験や短時間公演で構成する普及啓発事業を大阪府内の施設を選定

し実施する。 

   実施予定日  ２０１９年７月１１日、１０月１２日、２０２０年２月２７日 

 

２０１９年度より、公益財団法人関西・大阪２１世紀協会が運営するアーツサポー

ト関西・文楽支援基金により、若い方に本格的に文楽を鑑賞していただく｢ワンコイ

ン文楽事業｣を文楽協会が運営することとなった。将来文楽に関心を持ってもらえる

ように若い層への普及啓発を図る。 

   

６．その他 

   文楽協会の事業趣旨に賛同いただける法人・個人から幅広く支援を募るための｢公

益財団法人文楽協会賛助会員制度｣を設け、協会の安定的な財政運営の一助となるよ

う会員の拡充を図る。 

 

以上 


